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⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦︓本⽇ 4/22(⼟)開幕 

『ソニーHC BRAVIA Ladies』 (3 対 0) 『⽴命館ホリーズ』 
『グラクソ・スミスクライン Orange United』 (1 対 2) 『天理⼤学ベアーズ』 

『南都銀⾏ SHOOTING STARS』 (９対 0) 『聖泉⼤学』 
『コカ・コーラウエストレッドスパークス』（5 対 0）『駿河台⼤学 LADYBIRDS』 

『⼭梨学院 CROWNING GLORIES』（6 対 1）『東海学院⼤学』 
 
本⽇ 4 ⽉ 22 ⽇(⼟)、ホッケー⽇本リーグ機構（略称︓HJL、理事⻑︓奥⽥ 好廣）主催の⾼円宮牌
2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦は、富⼭県⼩⽮部市・⼩⽮部ホッケー場と⼭梨県甲府市・⼭梨学院ホッケ
ースタジアムの 2 会場で第 1 節を開幕いたしました。 
 
昨年、ホッケー⽇本リーグ⼥⼦で優勝した『ソニーHC BRAVIA Ladies(以下、ソニー)』は、『⽴命館ホリーズ
(以下、⽴命館)』と対戦し、3 対 0 で『ソニー』が勝利しました。また、昨年惜しくも 2 位となった『グラクソ・スミ
スクライン Orange United(以下、GSK)』は、『天理⼤学ベアーズ(以下、天理ベ)』と対戦し、2 対 1 で『天
理ベ』が勝利しました。同 3 位の『南都銀⾏ SHOOTING STARS(以下、南都銀⾏)』は、『聖泉⼤学』と対
戦し、９対 0 で『南都銀⾏』が勝利。同 4 位だった『コカ・コーラウエストレッドスパークス(以下、コカコーラ)』は、
『駿河台⼤学 LADYBIRDS(以下駿河台⼤)』と対戦し、5 対 0 で『コカコーラ』が勝利。同 5 位の『⼭梨学
院 CROWNING GLORIES(以下、YGU)』は、『東海学院⼤学』と対戦し、6 対 1 で『YGU』が勝利を収め
ました。 
 
各ゲームの詳細は次ページをご参照ください。 
 



昨年ホッケー⽇本リーグ戦で 2 年連続 8 度⽬の優勝を果たした『ソニー』は、同 8 位の『⽴命館』と富⼭県⼩
⽮部市の⼩⽮部ホッケー場で対戦し、3 対 0 で勝利しました。『⽴命館』に勝利した『ソニー』主将の阪⼝真
紀(さかぐちまき)選⼿は、「今シーズンは⽇本リーグ3連覇ということをチームの⽬標に掲げているので、しっかりと
それに向けてチームスローガンの『覚悟と挑戦』というのに基づいて、1 ⼈ひとりが勝つことに覚悟を決める。という
ことと、新たなホッケーに挑戦するということを⽬標に掲げて、1 ⼈ひとりが練習に対しての姿勢であったり、試合
に臨むチームの雰囲気であったり、まず⼀から⼟台からチーム作りをして、この⽇本リーグに臨んでいます。」と試
合に向けた準備を振り返ってくれました。また得点をした深野加弥(ふかのかや)選⼿は、「カウンターで速攻から
ペナルティコーナーを取得して、ずっと練習してきたバリエーションで決めることができました。」と語ってくれました。 

 
＜左写真:敵陣にスピード溢れるドリブルで切り込む#6 主将・阪⼝真紀(さかぐちまき)選⼿＞ 

＜右写真:巧みなドリブルからシュートを放つ#9 永井友理(ながいゆり)選⼿＞ 

 
昨年 2 位の『GSK』は、同 6 位の『天理ベ』と対戦し(同ホッケー場)、2 対 1 で『天理べ』が勝利しました。勝
利した『天理ベ』主将の中村瑛⾹(なかむらえいか)選⼿は、「今シーズンのホッケー⽇本リーグ開幕に向けて、
⾃分たちとしては得点⼒、ペナルティコーナーの精度といった、点数を取ることにかなり拘った。また、ホッケーも⼤
事だが『マインド、アクション、スピリット』にも拘りがあって、そこの 3 点を⾃分たちの柱としてシーズンに臨みまし
た。」と今シーズンに向けた準備で勝てた喜びを語ってくれました。また、⻑⾕部監督は、「初戦だったので固さは
みられたが、⾃分たちが⽬指していることは、形にはなってきたかなと思っている。また、チャンスで得点が取れたと
いうことだと思う。」と述べてくれました。 

 
＜左写真: シュートのタイミングをうかがう先制点を挙げた#11 森花⾳(もりかのん)選⼿＞ 

＜右写真:相⼿を背後に巧みなスティック捌きでハイボールを処理する#5 平原萌⼦(ひらはらもこ)選⼿＞ 



 
昨年3位の『南都銀⾏』は、同10位の『聖泉⼤学』と⼭梨県甲府市の⼭梨学院ホッケースタジアムで対戦し、
９対 0 で⼤勝しました。『南都銀⾏』主将の野村⾹奈(のむらかな)選⼿は、「ベテラン選⼿が引退して新チー
ムになり、新しいチーム作りに集中してきた。初戦は必ず勝つことを⽬標にやってきたが、今⽇は⼤差で勝つこと
ができてホッとしている。これから、南都の持ち味である粘り強い守備からの速攻やフォワード陣のスキルも光るも
のがある。ミッド(フィールド)からパスを配って、(もっと)ガツガツ攻めるチームにしていきたい。」と勝利の喜びを語っ
てくれました。 

 
＜左写真:相⼿陣内に巧みなドリブルで切り込む⼤塚志穂(#10)選⼿＞ 

＜右写真:2 得点を挙げた勝⼜舞(かつまたまい)選⼿(#11)にハイタッチで祝福する選⼿たち＞ 

 
昨年 4 位の『コカコーラ』は、同 9 位の『駿河台⼤』と⼩⽮部ホッケー場で対戦し、5 対 0 で快勝しました。『コ
カコーラ』の⻄村綾加(にしむらあやか)選⼿は、「新しい監督を迎え、しっかりと⼈とボールを動かして早いテンポ
でパス回しをする。みんなで戦術を覚えて、しっかりと発揮する。その 2 つを(主に)準備してきました。」と今シー
ズンの⽬標達成に向けた準備を語ってくれました。また、新監督の NEIL ANDREW HAWGOOD(ニール・ア
ンドリュー・ホーグッド)⽒は、「ちょっと興奮し過ぎた⾯もあったと思うが、⼀応オッケーのゲームだった。もう少し安
定して⾼いパフォーマンスが出来ればよかったと思う。」と述べてくれました。得点をした辻井紫歩(つじいしほ)選
⼿は、「ペナルティコーナーからのタッチシュートでしたが、⽥中選⼿から良いボールが来たので決めることができま
した。」と喜びの声を語ってくれました。 

 
＜左写真:スピードとテクニックで相⼿を翻弄する#7 三橋亜記(みつはしあき)選⼿＞ 

＜右写真:ゴールキーパーとの 1 対 1 でシュートを伺う、本⽇ 2 得点を挙げた辻井紫歩(つじいしほ)選⼿＞ 



昨年 5 位の『YGU』は、同 7 位の『東海学院⼤学』と⼭梨学院ホッケースタジアムで対戦し、6 対 1 で勝利し
ました。『YGU』のジョン・シアン監督は、「ホームグラウンドで初戦を迎えることができてアドバンテージがあると考
えていた。東海学院⼤学とはいつも熱の⼊った試合を⾏っている。⽴ち上がりは相⼿のペースに合わせる部分
があり、少し浮ついてしまっていたが、第2クォーターからはテンポを上げて(ペナルティ)コーナーを4連続で決める
ことができたのは、試合を決める要因だったと思う。第 3 クォーターは失点をしたが、終始⾃分たちのペースで試
合を進めることができた。東海学院⼤学に 6 得点できたのはとても嬉しく思う。」と喜びを語ってくれました。 

 
＜左写真:得点を挙げハイタッチを交わす今尾明穂（いまおあきほ）選⼿(#12)と⽥中花歩（たなかかほ）選⼿（＃18）＞ 

＜右写真:ハイボールを巧みなスティック捌きで攻撃を仕掛ける YGU 選⼿(⻘ユニ)＞ 

 
また、本⽇の⼩⽮部ホッケー場での開会式ではセレモニーが催され、⼩⽮部市の和太⿎が披露されました。 

 
 
その他、試合の合間には、地元の特産物や選⼿のサインボールが当たる、ビンゴゲームやジャンケン⼤会などが
⾏われ、ホッケーの街・⼩⽮部市⺠や地⽅から応援に掛けつけたファンと触れ合う機会が設けられました。 



 

 
 

※明⽇からの⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦は、次⾴ご参照ください。 



＜⾼円宮牌 2017 ホッケー⽇本リーグ⼥⼦︓試合⽇程＞ 

 

 
本件に関する報道関係者からの問合せ先 

ホッケー⽇本リーグ機構︓福島 雄裕(ふくしまたけひろ) 

090-6907-6589（info@hjl-hockey.jp） 


